
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

    

 

   

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                  

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
中
小

企
業
組
合
青
年
部
及
び
女
性
部

実
態
調
査
報
告
書
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
同
調
査
は
一
〇
年
ぶ

り
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
青

年
部
と
女
性
部
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
青
年
部
の
み
の
調
査

結
果(

概
要)

に
つ
い
て
解
説

し
、
今
回
と
次
回
の
２
回
に
分

け
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

１.  

組
合
員
の
代
表
者
の
う
ち

年
齢
が
満 

四
十
五 

歳
以

下
の
割
合
に
つ
い
て  

回
答
の
あ
っ
た 

9
0

3
 

組
合

の
組
合
員
の
代
表
者
の
う
ち
年

齢
が
満 4

5
 

歳
以
下
の
割
合
に

つ

い 

て

は

、
「1

～1
0

％

未

満
」
が 

4
0

5
 

組
合(

4
4

.9

％)

で

最

も

多

く

、

次

い

で

、

「

０

％

」

が

 
2

3
6

 

組

合

(
2

6
.1

％)

、
「1

0

～2
0

％

未

満
」
が 

1
5

9
 

組
合(

1
7

.6

％)

等
と
な
っ
た
。 

２.  

組
合
員
の
代
表
者
の
う
ち

女
性
の
割
合
に
つ
い
て  

回
答
の
あ
っ
た 

9
2

9
 

組
合

の
組
合
員
の
代
表
者
の
う
ち
女

性
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
「1

～ 
1

0

％
未
満
」
が 

4
8

5
 

組

合(5
2

.2

％)

で

最

も

多

く

、

次

い

で

、
「

０

％

」

が 
3

1
7

 

組

合(3
4

.1

％)

、 

「1
0

～

2
0

％

未

満

」

が

7
4

 

組

合

(
8

.0
％)

等
と
な
っ
た
。 

３.  

組
合
の
青
年
部
・
女
性
部

の
設
置
の
有
無
に
つ
い
て  

 

回
答
の
あ
っ
た 

9
5

4
 

組
合

の
青
年
部
・
女
性
部
の
設
置
の

有

無

に

つ

い

て

は

、
「

青

年

部
・
女 

性
部
と
も
に
設
置
し

て

い

な

い

」

が 
7

9
2

 

組

合

(
8

3
.0

％)

で

最

も

多

く

、

次

い
で
、
「
青
年
部
の 

み
設
置
し

て

い

る

」

が

 
1

4
2

 

組

合

(
1

4
.9

％)

、
「
青
年
部
・
女
性

部
と
も
に
設
置
し
て
い
る
」
が 

1
5

 

組
合(

1
.6

％)

、
「
女
性
部

の
み
設
置
し
て
い
る
」
が 

5
 

組
合(

0
.5

％)

と
な
っ
て
お
り

８
割
を 

超
え
る
組
合
は
設
置

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
青
年
部

を
設
置
し
て
い
る
組
合
の
合
計

は 1
5

7
 

組
合 

(
1

6
.5

%
)

で
あ

り
、
女
性
部
を
設
置
し
て
い
る

組

合

の

合

計

は

 
2

0
 

組

合

(
2

.1
%

)

で
あ
っ
た
。  

組

合

設

立

年

数

別

の

設

置

状
況 

青
年
部
・
女
性
部
を
設

置
し
て
い
る
組
合
を
設
立
年
数

別
に
見
る
と
、
青
年
部
に
つ
い

て

は 
1

5
7

 

組

合

中

、

設

立

「5
0

 

年
超
」
の
組
合
が 

1
0

9
 

組

合(6
9

.4

％)

で
最

も

多

く

、

次
い
で
、
「2

1

～3
0

 

年
」
の

組
合
が 

1
8

 

組
合(1

1
.5

％)

、

「4
1

～5
0

 

年

」

の

組

合

が 

1
2

 

組

合(7
.6

％)

等

と

な

っ

た
。 

女
性
部
に
つ
い
て
は 2

0
 

組
合
中
「5

0
 

年
超
」
の
組
合

が 1
1

 

組
合(

5
5

.0

％)

で
最
も

多

く

、

次

い

で

、
「3

1

～4
0

 

年
」
、
「4

1

～5
0

 

年
」
の
組
合

が

そ

れ

ぞ

れ

 
3

 

組

合

(
1

5
.0

％)

と
な
り
、
設
立 

か

ら
の
経
過
年
数
の
長
い
組
合
ほ

ど
青
年
部
・
女
性
部
の
組
織
化

率
が
高
い
。 

組

合

員

数

別

の

設

置

状

況

を
組
合
員
数
別
に
見
る
と
青
年

部
に
つ
い
て
は 

1
5

7
 

組
合
中
、

組
合
員
数
「1

1

～5
0

 

人
」
の

組
合
が 

6
5

 

組

合(4
1

.4

％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「5

1
 

～1
0

0
 

人

」

の

組

合

が 
4

6
 

組

合

(
2

9
.3

％

)

、
「

1
0

1

～

2
0

0
 

人

」
、
「

2
0

1

～

5
0

0
 

人
」
の
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ 

1
9

 

組
合(1

2
.1

％)

等

と

な
っ

た

。 

組

合

業

種

別

の

設

置

状

況

を
組
合
業
種
別
に
見
る
と
青
年

部
に
つ
い
て
は 

1
5

7
 

組
合
中
、

「

製

造

業

」

が

 
4

2
 

組

合

(
2

6
.8

％

)

、
「

卸

売

業

」

が 

2
8

 

組
合(

1
7

.8

％)

、
「
建
設

業
」 

が 
2

2
 

組
合(1

4
.0

％)

等
と
な
っ
た
。 

４.  

青
年
部
の
設
立
年
数
に
つ

い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
の
設
立
年
数
に

つ
い 

て
は
、
「3

0
 

年
超
」
が 

7
8

 

組
合(

5
1

.3

％)

で
最
も
多

く

、

次

い

で

、
「

1
1

～

2
0

 

年
」
が 3

1
 

組 

合(
2

0
.4

％)

、

「2
1

～3
0

 

年
」
が 

2
1

 

組
合

(
1

3
.8

％)

等
と
な
っ
た
。 

５
・
青
年
部
の
会
員
数
に
つ
い

て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
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組
合
の
青
年
部
の
会
員
数
に
つ

い
て 

は
、
「1

1

～2
0

 

人
」
が 

4
9

 
組
合(

3
2

.2

％)

で
最
も
多

く

、

次

い

で

、
「

1
0

 

人

以

下
」
が 4

6
 

組 

合(
3

0
.3

％)

、

「2
1

～5
0

 
人
」
が 

4
2

 

組
合

(
2

7
.6

％)

等
と
な
っ
た
。(

図

５)
 

上
記
結
果
を
「
平
成
２
３

年
度
調
査
」
と
比
較
す
る
と
会

員
数
「1

0
 

人
以
下
」
が 

7
.0

 

ポ
イ
ン 

ト
増
加
し
、
「1

1

～

2
0

 

人
」
が 3

.4
 

ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
。 

６

．

青

年

部

会

員

数

の

最

近

(

３
年
間)

の
増
減
に
つ
い
て  

 
 

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

3
 

組
合
の
青
年
部
会
員
数
の
最
近

(

３
年 

間)

の
増
減
に
つ
い
て

は
、
「
横
ば
い
」
が 

9
0

 

組
合

(
5

8
.8

％)

で

最

も

多

く

、

次

い
で
、
「
減
少
」 

が 
5

5
 

組
合

(
3

5
.9

％)

、
「
増
加
」
が 

8
 

組

合(
5

.2

％)

と
な
っ
た
。 

青
年

部

会

員

数

の

増

減

は

、
「

増

加
」
に
比
べ
て
「
減
少
」
が
多

か
っ
た
。 

７
．
青
年
部
の
会
員
資
格
に
つ

い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

5
 

組
合
の
青
年
部
の
会
員
資
格
に

つ

い 

て

は
、

複

数

回

答

で
、

「

経

営

者

の

後

継

者

」

が 

1
2

8
 

組
合(8

2
.6

％)

で
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
経
営
者
」

が

 
1

1
8

 

組

合

(
7

6
.1

％

)

、

「

組

合

員

企

業

の

役

員

」

が 

7
7

 

組

合

(
4

9
.7

％

)

等

と

な 

っ
た
。 

８
．
青
年
部
会
員
の
う
ち
代
表

者
や
役
員(

後
継
者
を
含
む)

の
割
合
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
会
員
の
う
ち
代

表

者 

や

役

員(

後

継

者

を

含

む

)

の

割

合

に

つ

い

て

は

、

「8
0

～1
0

0

％
」
が 
6

8
 

組

合(
4

4
.7

％)

で
最
も 
多
く
、

次
い
で
、
「
１
～2

0

％
未
満
」

が 
2

5
 

組
合(
1

6
.4

％)

、
「4

0

～

6
0

％

未

満

」
、
「

6
0

～ 

8
0

％
未
満
」
が
そ
れ
ぞ
れ 

2
2

 

組

合(1
4

.5

％)

等

と

な

っ

た

。 

上

記

結

果

を

「

平

成

２

３

年

度

調

査

」

と

比

較

す

る

と

「4
0

～6
0

％
未
満
」
が 

6
.7

 

ポ
イ
ン
ト 

増
加
し
、
「8

0

～

1
0

0

％
」
は 

5
.5

 

ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。 

９
・
青
年
部
の
会
員
資
格
の
う

ち
定
年
年
齢
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
会
員
の
定
年
年

齢
に 

つ
い
て
は
、
「
定
年
年
齢

な
し
」
が

7
7

 

組
合(

5
0

.7

％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「4

6

～

5
0

 

歳

」

が

4
3

 

組

合

(
2

8
.3

％)

、
「5

1

～5
5

 

歳
」

が 
1

3
 

組
合(

8
.6

％)

等
で
あ

り
、
５
割
を
超
え
る
組
合 

が

定
年
年
齢
を
設
け
て
い
な
い
。 

⒑
組
合
が
青
年
部
を
設
置
し
た

目
的
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

4
 

組
合
の
青
年
部
を
設
置
し
た
目

的
に 

つ
い
て
は
、
複
数
回
答

で

、
「

情

報

交

換

・

相

互

啓

発

・

親

睦

」

が 
1

2
3

 

組

合

(
7

9
.9

％)

で
最
も 

多
く
、
次

い
で
、
「
後
継
者
の
育
成
」
が 

1
0

6
 

組

合(
6

8
.8

％)

、
「

組

合
・
業
界
の
発
展
」
が 

1
0

5
 

組

合(6
8

.2

％)

等

と

な

っ

た

。 
⒒
組
合
に
お
け
る
青
年
部
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
4

8
 

組
合
の
組
合
に
お
け
る
青
年
部

の

位 

置

づ
け

に

つ

い

て

は
、

「
組
合
の
定
款
・
規
約
等
に
規

定
さ
れ
て
は
い
な
い
」
が 

8
7

 

組
合(5

8
.8

％)
 

で
、
「
組
合
の

定
款
・
規
約
等
に
規
定
さ
れ
て

い

る

」

が

 
5

8
 

組

合

(
3

9
.2

％)

、
「
そ
の
他
」
が 

3
 

組
合(

2
.0

％)

で
あ
り
、
約
６

割
の
組
合
が
定
款
・
規
約
等
に

規
定
さ
れ
て
い
な
い
。  

⒓
．
組
合
と
青
年
部
と
の
関
係

に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
4

9
 

組
合
の
組
合
と
青
年
部
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
複
数
回
答
で
、

「

財

政

面

で

の

支

援

」

が 

1
0

1
 

組
合(6

7
.8

％)

で
最
も

多
く
、
次
い
で
、
「
組
合
役
員

と
青
年
部
役
員
と
が
相
互
連
携

し

て

い

る

」

が

 
8

1
 

組

合

(
5

4
.4

％)

、
「
事
業 

運
営
面
で

の
支
援
」
、
「
組
合
役
員
に
青
年 

部
役
員
を
登
用
し
て
い
る
」
が

そ

れ

ぞ

れ

7
1

 

組

合 

(
4

7
.7

％)

等
と
な
っ
た
。(

図

１
０)

 

上
記
結
果
を
「
平
成
２

３
年
度
調
査
」
と
比
較
す
る
と

「
組
合
役
員
と
青
年
部
役
員
と

が
相
互 

連
携
し
て
い
る
」
が 

1
7

.0
 

ポ

イ
ン
ト
、
「
組

合
役

員
に
青
年
部
役
員
を
登
用
し
て

い
る
」
が 1

0
.7

 

ポ
イ
ン
ト
と
、

1
0

 

ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
た

ほ
か
、
全
て
の
項
目
に
つ
い
て 

 

も
増
加
し
た
。
こ
の 

結
果
か

ら
、
青
年
部
が
組
合
運
営
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。 

(

次
号
に
続
く) 

                                 



三

月

十

九

日

に

開

催

予

定

で

し

た

「

ラ

ベ

ル

関

連

ミ

ニ

機

材

展

」

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

に

よ

っ

て

、

残

念

な

が

ら

三

回

目

の

中

止

が

決

定

し

ま

し

た
。 

今

回

は

何

と

か

開

催

で

き

る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
主

催
者
、
出
展
社
と
も
に
関
係
者

の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
改
め

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
怖

さ
を
知
り
ま
し
た
。 

し

か

し

、

何

と

か

開

催

で

き
な
い
も
の
か
と
三
協
組
で
検

討
し
た
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
が
決
定
し
、
「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
オ
ン
ラ
イ
ン
二

〇
二
二
」
と
題
し
て
、
三
月
二

十
四
日
に
第
一
回
目
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

         

  

当

日

は

リ

ン

テ

ッ

ク

コ

マ

ー
ス
、
シ
リ
ウ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
、

フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
、
エ
プ
ソ
ン
販

売
、
太
陽
機
械
製
作
所
の
五
社

が
そ
れ
ぞ
れ
製
品
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。 

リ

ン

テ

ッ

ク

コ

マ

ー

ス

は

【
環
境
配
慮 

・ 

高
機
能
性
ラ

ベ
ル
素
材
の
ご
紹
介
】 

耐
水

性
が
あ
る 

“

脱
プ
ラ”

 

紙
ラ
ベ

ル
素
材
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
始

め
、 

環
境
関
連
製
品
を
紹
介
、

シ
リ
ウ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
は
『
「
印

刷
業
界 
・ 

検
査
業
界
」 

モ

ノ

づ

く

り

の

発

展

に

貢

献

す

る
』 

を
テ
ー
マ
に
、 

最
新
の

画
像
検
査
技
術
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。 

 

フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
は
お
客
様
へ

の
提
供
価
値
の
向
上
を
目
的
と

し
た
検
査
体
制
の
強
化
、 

サ

ー
ビ
ス
向
上
の
為
の
新
た
な
版

材
の
導
入
に
つ
い
て
紹
介
、
エ

プ
ソ
ン
販
売
は
高
画
質
、 

高

生
産
性
を
実
現
す
る
デ
ジ
タ
ル

ラ
ベ
ル
印
刷
機 

S
u

r
e

P
r

e
s

s
 

シ
リ
ー
ズ
、 

二 

機
種
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

さ

ら

に

太

陽

機

械

製

作

所

は

4
 

色
機
全
長 

3
,8

0
0

m
m

 

の
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
低
価
格

設
定
と
高
生
産
性
を
両
立
す
る

小
型
凸
版
輪
転
印
刷
機
【
次
世

代
型 

"
 

凸
版
輪
転
機 

T
C

R
-

2
0

0
(T

u
t
t
i)

】

を

紹

介

し

ま

し
た
。 

一

社

当

た

り

約

二

十

分

と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
説
明
会
に
不
慣
れ

な
人
も
い
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ

に
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
今
後
こ
う
し

た
開
催
方
法
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

が
確
認
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

ラ
ベ
ル
組
合
と
し
て
は
四
月
十

三
日(

水)

に
、
「
ミ
ニ
機
材
展

オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
し
て
開
催
予

定
で
、
近
日
中
に
組
合
員
に 

案
内
状
を
送
付
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。 

 

庄
司
昊
明
氏
を
偲
ぶ
会 

 

一

昨

年

六

月

に

亡

く

な

ら

れ
た
リ
ン
テ
ッ
ク
相
談
役
の
庄

司
昊
明
氏
の
「
偲
ぶ
会
」
が
、

三
月
四
日(

金)

に
、
帝
国
ホ
テ

ル
に
於
い
て
開
か
れ
、
個
人
と

親
し
か
っ
た
業
界
関
係
者
多
数

が
参
列
し
ま
し
た
。 

  

 

                                

 

ビジネスマッチング  

オンライン 2022 開催  

ミニ機材展中止を受け 

関東 3 協組が合同で 



   

 

 

「

あ

な

た

の

体

は

九

割

が

細
菌
」
微
生
物
の
生
態
系
が
崩

れ
は
じ
め
た 

プ

ロ

ロ

ー

グ 

回

復

は

し

た
け
れ
ど 

序

章

・

人

体

の

九

〇

％

は

微
生
物
で
で
き
て
い
る 

一
章
・
二
一
世
紀
の
病
気 

二

章

・

あ

ら

ゆ

る

病

気

は

腸
か
ら
始
ま
る 

三
章
・
心
を
探
る
微
生
物 

四
章
・
利
己
的
な
微
生
物 

五

章

・

微

生

物

世

界

の

果

て
し
な
き
戦
い 

六

章

・

あ

な

た

は

あ

な

た

の
微
生
物
が
食
べ
て
物
で
で
き

て
い
る 

七

章

・

産

声

を

上

げ

た

と

き
か
ら 

八

章

・

微

生

物

生

態

系

を

修
復
す
る 

終

章

・

二

十

一

世

紀

の

健

康 

エ

ピ

ロ

ー

グ 

一

〇

〇

％

の
世
話
を
す
る 

微

生

物

と

は

広

辞

苑

に

肉

眼
で
は
観
察
で
き
な
い
微
小
な

生

物

の

総

称

真

核

生

物

の

藻

類
・ 

   

 

原
生
動
物
・
真
菌
・
原
核
生
物

の
細
菌
・
藍
藻
菌
な
ど
が
あ
り
，

細
菌
に
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
リ
ケ

ッ
チ
ア
・
放
線
菌
も
含
ま
れ
る
。 

多
細
胞
生
物
や
ウ
ィ
ル
ス
を
含

め
る
こ
と
も
あ
る
。 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

ア
ラ
ン
ナ
・
コ
リ
ン 

女
性

の
作
者 
二
〇
〇
五
年
二
十
二

歳
、
三
か
月
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク

ラ
ウ
野
生
動
物
保
護
地
区
で
コ

ウ
モ
リ
の
現
地
調
査
の
助
手
を

し
て
い
た
時
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た

数
か
月
後
、
ダ
ニ
の
も
た
ら
す

熱
帯
病
で
、
体
が
思
う
よ
う
に

動
か
ず
、
足
の
指
も
腫
れ
、
奇

妙
な
症
状
が
現
れ
て
は
消
え
、

そ
の
た
び
に
様
々
な
治
療
を
受

け
た
が
、
ま
と
も
な
生
活
は
で

き
な
く
な
っ
た
。 

 

数
年
後
や
っ
と
正
確
な
診
断

が
つ
い
た
と
き
に
は
、
大
量
の

抗
生
物
質
を
長
期
に
わ
た
っ
て

投
与
さ
れ
た
。
抗
生
物
質
は
効

力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
が
、
皮

膚
に
赤
い
発
疹
、
胃
腸
が
弱
く

な
り
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
感

染
症
の
病
原
体
を
何
で
あ
れ
拾

う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

抗
生
物
質
が
細
菌
を
全
滅
さ

せ
た
だ
け
で
な
く
、
も
と
も
と

体
の
中
に
い
た
細
菌
ま
で
絶
滅

さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分

の
体
が
微
生
物
の
棲
め
な
い
荒

地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
、
自
分
の
体
を
棲
み
処
と

し
て
い
た
一
〇
〇
兆
個
の
友
好

的
な
微
生
物
が
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
か
を
意
識
し
た
と
。 

 

あ
な
た
と
い
う
存
在
は
血
と

肉
と
筋
肉
と
骨
・
脳
と
皮
膚
だ

け
で
な
く
、
細
菌
と
菌
類
が
含

ま
れ
て
い
る
。
微
生
物
は
腸
管

内
だ
け
で
一
〇
〇
兆
個
存
在
し
、

お
よ
そ
四
千
種
の
微
生
物
が
長

さ
一
・
五
ｍ
の
大
腸
表
面
を
覆

う
壁
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
暮

ら
し
て
い
る
。 

あ

な

た

は

生

ま

れ

た

日

か

ら
死
ぬ
ま
で
ア
フ
リ
カ
象
五
頭

分
の
重
量
に
匹
敵
す
る
微
生
物

の
「
宿
主
」
と
な
っ
て
い
る
。

強
制
微
生
物
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
胃
腸
疾
患
、
さ
ら
に
は
肥
満

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う

科
学
的
根
拠
が
続
々
と
で
て
き

て
い
る
こ
と
。 

不

安

症

、

う

つ

病

、

強

迫

性
障
害
、
自
閉
症
と
い
っ
た
心

の
病
気
に
も
微
生
物
が
影
響
し

て
い
る
。 

病

気

の

多

く

は

遺

伝

子

の

欠
陥
や
体
力
低
下
の
せ
い
で
は

な
く
、
ヒ
ト
細
胞
の
延
長
に
あ

る
微
生
物
を
軽
ん
じ
た
せ
い
で

出
現
し
た
新
し
い
病
態
の
よ
う

な
の
だ
と
。 

私

は

こ

の

本

に

出

会

い

、

い
ま
ま
で
私
の
体
は
食
物
で
で

き
て
い
る
と
言
い
続
け
た
こ
と

が
、
そ
う
単
純
な
も
の
で
な
い

と
い
う
体
の
不
思
議
に
つ
い
て

知
り
た
く
な
っ
た
。 

そ

し

て

こ

の

本

の

言

い

た

い
事
、
食
物
と
言
え
な
い
よ
う

な
ス
ー
パ
ー
の
品
ぞ
ろ
い
、
選

択
肢
の
必
要
な
ほ
ど
加
工
食
品

の
多
さ
，
肉
の
奨
励
、
健
康
の

た
め
に
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
食

べ
方
に
誰
も
目
も
く
れ
な
い
。 

テ

レ

ビ

で

の

健

康

食

品

の

推
奨
、
売
る
た
め
の
広
告
に
疑

問
を
持
た
ず
、
受
け
入
れ
る
側

の
責
任
、
自
分
の
体
の
た
め
に

も
、
も
う
一
度
立
ち
止
ま
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

筆
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。 

 

                         

 

      

 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

２) 

 

微
生
物
を
軽
ん
じ
た
結
果
多
く
の
病
気
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



■
足
底
腱
膜
炎
と
は 

 
足
底
腱
膜
炎
（
そ
く
て
い
け

ん
ま
く
え
ん
）
と
は
、
足
の
裏

に
あ
る
、
踵
（
か
か
と
）
と
足

の
指
の
付
け
根
ま
で
を
伸
び
て

い
る
組
織
（
足
底
腱
膜
）
が
炎

症
を
お
こ
し
、
痛
み
な
ど
の
症

状
が
出
る
病
気
で
す
。
足
底
腱

膜
炎
も
し
く
は
足
底
筋
膜
炎
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

            

  

足

底

腱

膜

は

、

ア

ー

チ

状

に
な
っ
て
い
る
足
の
『
土
踏
ま

ず
』
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
足
へ
の
衝
撃
を

和
ら
げ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き

も
担
っ
て
い
ま
す
。 

こ

の

ク

ッ

シ

ョ

ン

機

能

が

低
下
し
、
足
底
腱
膜
に
過
剰
な

ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
こ
と
で
、

足
底
腱
膜
と
骨
の
付
着
部
で
炎

症
が
起
き
ま
す
。
足
底
腱
膜
が

「
固
く
な
る
」
こ
と
で
う
ま
く

伸
び
縮
み
で
き
ず
に
足
底
腱
膜

が
く
っ
つ
い
て
い
る
踵
や
親
指

の
下
あ
た
り
の
筋
肉
な
ど
を
無

理
に
引
っ
張
る
こ
と
で
筋
肉
に

微
細
断
裂
（
小
さ
な
傷
）
や
組

織
の
変
性
が
生
じ
る
た
め
、
足

底

腱

膜

炎

は

腱

付

着

部

障

害

（e
n

t
h

e
s

o
p

a
t
h

y

エ

ン

テ

ソ
パ
チ
ー
）
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

■
足
底
腱
膜
炎
の
原
因 

足

底

腱

膜

炎

は

、

足

底

腱

膜
と
骨
の
付
着
部
で
炎
症
が
起

き

、

足

底

腱

膜

が

「

固

く

な

る
」
こ
と
で
う
ま
く
伸
び
縮
み

で
き
ず
に
足
底
腱
膜
が
く
っ
つ

い
て
い
る
踵
や
親
指
の
下
あ
た

り
の
筋
肉
な
ど
を
無
理
に
引
っ

張
る
こ
と
で
筋
肉
に
微
細
断
裂

が
お
き
、
周
辺
に
痛
み
が
で
る

病
気
で
す
。
具
体
的
に
は
、 

①

強

い

衝

撃

を

足

に

、

繰

り
返
し
与
え
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
し
て
い
る 

 

②
疲
労
の
蓄
積
や
加
齢 

③

足

の

ア

ー

チ

の

高

さ

が

崩
れ
て
い
る
人 

④

ふ

く

ら

は

ぎ

や

ア

キ

レ

ス
腱
が
硬
い
人 

⑤

革

靴

を

新

し

い

買

い

換

え
た
人
。 

 
 ■

足
底
腱
膜
炎
の
症
状 

 

荷

重

時

の

足

底

部

痛

は

、 

①

踵

〈

か

か

と

〉

に

近

い 

（
腱
膜
起
始
部
に
最
も
多
く
発

生
） 

②

中

央

部

（

土

踏

ま

ず

） 

③
遠
位
部
の
３
ヵ
所
が
好
発
部

位
で
す
。 

 

一
般
的
に
は
「
朝
起
き
て
の

最
初
の
一
歩
が
痛
い
」
「
急
に

歩
き
だ
す
と
痛
い
」
な
ど
に
、

痛

み

に

特

徴

が

あ

り

ま

す

。 

  

症
状
は
個
人
差
が
あ
り
、
急

に
強
い
痛
み
が
出
た
り
、
だ
ん

だ
ん
と
痛
み
が
強
く
な
る
人
も

い
ま
す
。 

歩
行
は
日
常
生
活
に
お
い

て

必

ず

行

う

動

作

で

す

。 

一
度
発
症
す
る
と
、
日
常
生
活

に
お
い
て
歩
行
を
辞
め
る
こ
と

は
出
来
な
い
た
め
、
患
部
へ
の

負
担
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

く
な
か
な
か
治
り
に
く
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

症

状

が

進

行

し

、

な

か

な

か
治
ら
な
い
場
合
は
半
年
〜
１

年
以
上
症
状
が
続
い
て
い
る
人

も
お
り
、
治
療
し
て
も
な
か
な

か
治
ら
な
い
「
難
治
性
足
底
腱

膜
炎
」
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

診

断

・

検

査

方

法

と

し

て

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
疼
痛
誘

発
検
査
、
足
底
圧
検
査
、
Ｕ
Ｓ

(

超
音
波
検
査)

、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
足
底
腱
膜
炎
の
治
療
方
法 

 

足
底
腱
膜
炎
の
治
療
は
、
以

下
の
よ
う
な
薬
や
理
学
療
法
で

痛
み
を
抑
え
る
治
療
が
基
本
。

安
静
を
心
が
け
、
症
状
が
落
ち

着
く
ま
で
は
、
長
時
間
立
っ
て

い
る
こ
と
や
そ
の
他
の
発
症
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

は
一
時
休
む
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
。 

 

こ
の
他
に
は
、 

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

◆
薬
物
療
法 

◆
装
具
療
法(

イ
ン
ソ
ー
ル)

 

◆
ス
テ
ロ
イ
ド
注
射 

◆
神
経
リ
リ
ー
ス 

等
が
あ
り
、
こ
の
他
に
も
特
殊

治
療
と
し
て
体
外
衝
撃
波
治
療
、

Ｐ
Ｒ
Ｐ
治
療
、
手
術
療
法
な
ど

様
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

 

予
防
と
し
て
は
、
足
底
ス
ト

レ

ッ

チ

、

足

底

筋

コ

ロ

コ

ロ

(
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
使
用)

が
あ

り
ま
す
。 

【
参
考
資
料
】a

r
-e

x
.jp

 

                                 

No186 健康がいちばん !   

その痛みは「足底腱膜炎」かも 

原因は疲労蓄積や加齢など様々 

https://ar-ex.jp/toritsudai/156838592701/%E8%B6%B3%E5%BA%95%E8%85%B1%E8%86%9C%E7%82%8E%EF%BC%88%E8%B6%B3%E3%81%AE%E8%A3%8F%E3%83%BB%E3%81%8B%E3%81%8B%E3%81%A8%E3%81%AE%E7%97%9B%E3%81%BF%EF%BC%89%E3%81%AE%E6%B2%BB%E3%81%97%E6%96%B9#%E8%B6%B3%E5%BA%95%E8%85%B1%E8%86%9C%E7%82%8E%E3%81%A8%E3%81%AF%EF%BC%9F-


    

富

士

フ

イ

ル

ム

ビ

ジ

ネ

ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン(

東
京
都
港

区
赤
坂
九
の
七
の
三 

電
話
六

二
七
一-

五
一
一
一)
は
、
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
タ
を
活
用
し
た
ラ
ベ
ル
製
造

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

R
e

v
o

r
ia

 

P
r

e
s

s
 

P
C

1
1

2
0

」

を

発

表

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
に
よ 

よ
り
シ
ー
ト
方

式

の

多

品

種

小

ロ

ッ

ト

対

応

を

支

援

い

た

し

ま

す

。

今

回

の

製

造

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

で

は

、

Ｃ

Ｍ

Ｙ

Ｋ

に

加

え

て

白

や

金

・

銀

ト

ナ

ー

を

搭

載

可

能

な
電
子
写 

   

 

真 

 

 

真
方
式
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ

リ
ン
タ
を
展
開
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
主
に
商
業
印
刷
分
野
で

採
用
さ
れ
て
き
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。 

本

機

に

プ

リ

プ

レ

ス

ソ

フ

ト
ウ
エ
ア
「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｆ
ｌ
ｏ

ｗ 
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
」
と
シ
ー
ト
対

応
の
後
加
工
機
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
効
率
的
な
ラ
ベ
ル

製
造
体
制
を
実
現
し
ま
す
。
入

稿
デ
ー
タ
を
基
に
、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
が
最
適

な
面
付
け
印
刷
デ
ー
タ
や
カ
ッ

ト
マ
ー
ク
デ
ー
タ
を
自
動
で
生

成
し
ま
す
。 

ま

た

印

刷

後

に

オ

プ

シ

ョ

ン
の
除
電
装
置
を
通
す
こ
と
で
、

フ
ィ
ル
ム
や
蒸
着
紙
で
も
静
電

気
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

自
動
給
紙
機
構
を
備
え
た
プ
ロ

ッ
タ
で
ま
と
め
て
加
工
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
従
来
、
手
作
業

で
行
っ
て
い
た
面
付
け
や
１
枚

ず
つ
の
プ
ロ
ッ
タ
へ
の
給
紙
と

い
っ
た
工
程
を
省
力
化
・
自
動 

   

    化
で
き
、
極
小
ロ
ッ
ト
の
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
製
造
に
有
用
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ま

た

、
「

Ｒ

ｅ

ｖ

ｏ

ｒ

ｉ

ａ
」
は
刷
り
出
し
の
色
味
や
見

当
合
わ
せ
と
い
っ
た
調
整
が
早

く
、
ロ
ー
ル
方
式
の
デ
ジ
タ
ル

印
刷
機
と
比
較
し
て
損
紙
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
３
０
０
０
枚
以
下
の
小
ロ
ッ

ト
ジ
ョ
ブ
の
製
品
部
分
よ
り
も

損
紙
の
方
が
多
く
な
る
課
題
も

こ
れ
に
よ
っ
て
解
決
で
き
ま
す
。 

さ

ら

に

、

高

隠

ぺ

い

性

の

白
ト
ナ
ー
も
搭
載
で
き
る
た
め
、

透
明
フ
イ
ル
ム
に
対
し
て
も
高

精
彩
な
印
刷
が
可
能
」
で
、
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
リ
ン
タ
に
よ

る
ラ
ベ
ル
製
造
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。 

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

プ

リ

ン

タ
を
活
用
し
た
ラ
ベ
ル
製
造
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ラ
ベ
ル
専

業
印
刷
会
社
で
も
既
に
採
用
事

例
が
あ
り
、
小
回
り
の
き
い
た

ジ
ョ
ブ
対
応
に
効
果
を
発
揮
し

て
お
り
ま
す
。 

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で
。 
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第
一
八
七
回 

「
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｂ
Ｉ
」 
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「Revoria Press PC1120」  

ラベル製造ソリューションを発売 

多様な用紙・後加工と除電装置も 
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